
1 6 6 施工者に幸あれ●

■名古屋大学での学び
　生まれ故郷の名古屋で活動する田村尚土さんは
1982年に生まれた。父は施工図を描く会社を経営し，
伯父も意匠設計事務所をしていたのもあり，建築へ進
むのは自然だった。建築を選んだ理由はもう一つある。
フランク・ロイド・ライトが設計した旧帝国ホテルだ。
窯業が有名な常滑市のタイルが使われているし，ライ
ト本人も訪れたことを聞いて感動したからという。田
村さんは父と伯父が学んだ名古屋大学の工学部に進
んだ。4年生から研究室は大森博司教授の元で大学院
まで研究に集中したのだった。遺伝的アルゴリズムで
鉄骨の断面を最適化し，プログラミングも研究してい
たという田村さんは工学博士でもある。
　そのころの名古屋大学工学部は教授陣が充実して
いて，中でも佐々木睦朗教授が着任し，後に小説家
になった森博嗣氏が建築構造の助教授として在籍し
ていた。物の見方が独特な森氏から受けた衝撃は今
も鮮烈だという。「問題を見つけることは解決するよ
り難しい」の言葉は忘れない。田村さんは学びに明
け暮れた学究生活だったのでした。
■構造家，金箱温春からの学び
　就職は金箱構造設計事務所に行きたいと思った。
わずか一週間インターンシップをしただけであった
が，先輩から聞いていた通り素晴らしい所長なので
あった。「金箱さんのバランスのよい設計姿勢と，人
柄に惹かれて…」。どうしても入りたかったので模型
をつくって持参して合格したという。
　仕事が始まってすぐに世界が変わった。それまで
は，入力したらコンピュータが結果を出してくれる
のが構造設計だと認識していた。「こんなに泥臭いの
が構造設計なのか」と，超アナログなプロセスに衝
撃だったという。金箱さんは所員を一人の構造設計
者として認め，自由に考えを伸ばしてくれた。「お陰

で自主性が高められ，見守ってもらっているという安
心感の元で仕事ができた」。7年間で約50件の設計を
担当させてもらえたのが宝だ。千葉学建築計画事務所
＋小川晋一都市建築設計事務所＋西沢立衛建築設計
事務所の設計したToreformや，元倉眞琴＋伊藤麻理
設計のサイエンスヒルズこまつを担当され，設計プロ
セスを含めて，思い出探い建物であったという。
　父親の他界で郷里に帰ることにしたが，当時金箱
さんは「これからもいて欲しかった所員に去られた」
と語っていたらしい。田村さんを指していたのかも
しれないとは覇志堂の言である。
■構造模型でコミュニケーションを
　父の残した会社ディックスを共同経営しつつ，構
造家としても活動している。デジタル技術による構
造設計の教育と実践が特徴的で，大学時代の研究を
活かした構造設計支援ソフト「EEL」を自社開発し，
一般公開している。さらにラムダデジタルエンジニ
アリン グ を 創 設 し， 3Dプリント模 型 サ ービ ス

「NOVAS」をこの度リリースした。模型が設計者と施
工者とのコミュニケーションの架け橋となり，安全な
建物がつくられてほしいと祈りをこめている。
　金箱構造設計の30周年のお祝いに，金箱さんが
設立当時に設計した建物の模型を有志と贈ったとい
う。そのときの金箱さんの嬉しそうな顔，その師の
様子からNOVASの未来を確信した。田村さんのセ
ールスエンジニアの道は始まったばかりです。
　田村さんの趣味は「子育て」だという。近頃は構
造家に限らず一線で活躍する男性にも，子育てを担
うのは自然になってきている，仕事優先から，子育
てを楽しむ時代になっているのです。
　入力したら設計が上がると思っていた人が，構造
設計だけでなく金箱温春さんからバランス感覚も深く
学んだようです。
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図書館についての考察の三回目は，「書籍物流の
プラットフォーム」をテーマにした図書館のプロポ
ーザル案である「新千葉県立図書館・県文書館複合
施設建築工事基本設計プロポーザル」（2021年9月，
最終6者選定）の事例を紹介する。
⦿書籍の動き方

各地域の中央図書館の計画は，読書空間の計画で
ある前に「書籍物流のプラットフォーム」の計画で
あると考えている。特に都道府県の中央図書館の場
合は，各地域図書館における利用者からの図書閲覧
希望を受け， 中央図書館にある書籍を速やかに準備
し，搬送車両に載せて，各地域図書館に届けて利
用者が迅速に受け取ることも大きな役目となって
いる。

本図書館計画においても，県内の地域図書館全体
の書籍ネットワークを支える県立図書館としての役
割は，周囲を海に囲まれた千葉県特有の地理的要件
からも特に切実なものであると推察された。敷地は
50ha超という緑豊かな県立公園内に選定されてお
り，利用者に良好な読書空間を提案するにはうって
つけのロケーションであった。本設計プロポーザル
においては，魅力ある読書空間を提案する前に，

「書籍の動き方」の計画が求められていると読み込
んだのである。敷地から主要な幹線道路への距離
や，搬出入車両がスムーズに敷地進入できる動線，
交通量増加による周辺への影響を最小限に抑えるこ
とが可能な周辺環境特性などを鑑みても，敷地選
定条件として十二分に考慮された後にこの地が選
ばれ，設計プロポーザルが実施されたことが伺い
知れた。
⦿ロジスティック・システムとしての図書館

上記条件のもと，県立図書館の改築計画という点
を踏まえて，筆者ら設計チームは県内に点在する地

域図書館への協力貸出や，新たに入荷される書籍の
搬入など，毎日多くの書籍が出入りする環境を強
く意識し，書籍というレイヤーにおける地域ネッ
トワークを建築に落とし込むことが重要であると
考えた。

そこで，荷卸しスペースの充実や道路づけの検討
は当然のこと，貸出カウンターを含めたバックヤー
ドにおいては，工場や倉庫のようなストイックで明
快な動線計画とし，その残余空間が利用者に開放さ
れるエリアとすることを意識して計画を行った。具
体的には建物全体の図書の移動を，現段階では人的
リソースに頼るとしても，将来的には搬送ロボット
が建物全体を移動することで 館全体の主たるロジ
スティック・システムとして機能させることを意図
した。図書移動のシステマティックな要件を解き明
かすことによって，図書館司書の業務で大きなウェ
イトを占めるバックヤード作業を効率化し，結果と
して利用者へのサービス向上につなげる計画を目指
した。利用者にとってよい図書館とは，運営側にと
ってもよい図書館である必要があると考えること
は，私たち意匠設計者が踏み込むべき図書館建築計
画学の端緒といってもよいと考えている。

図書館の可能性を探る案件として，本件と「（仮
称）門真市立生涯学習複合施設」「静岡県新県立中央
図書館整備事業設計業務委託プロポーザル」の，三
件の図書館計画を，プロポーザル創案を例示しなが
ら説明してきたが，いずれも旧態依然のアーキタイ
プでは括ることが難しいものであった。図書館とい
う建築が，単に「本を読む場所」という機能から大
きく離れつつあるということでもある。「本」とい
う媒体を通して，新しいアーキタイプデザインが求
められているといえるのだ。

 （えんどう かつひこ）
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